
  

山形県孤独・孤立対策官民連携プラットフォーム 

主な活動（案） 

 

１．幹事協議会 
  プラットフォームの事業及び運営の基本的事項を決めるため、幹事協議会を年１

回程度開催する。 

 

２．各種事業 

（１）複合的・広域的な連携強化活動 

  ○地域協議会の開催 

   ・孤独・孤立対策を推進するために必要な連携及び協働を図るため、単独で又

は共同して、当事者等に対する支援に関係する機関又は団体、支援に関係す

る職務に従事する者その他の関係者により構成される協議会を４ブロック毎

に開催する。 

  ○ネットワーキングの開催 

   ・孤独・孤立対策に関わる取組みを行っている団体の横のつながりを作るた

め、居場所づくり、人材育成、相談支援等をテーマに業種や分野を超えた連

携の場として開催する。 

 

（２）孤独・孤立対策に関する普及活動 

○プラットフォーム会合の開催 

   ・プラットフォームの参画団体が一堂に会し、連携の事例、実態調査結果の共

有、シンポジウム等のイベントを開催する。 

 

（３）情報共有、相互啓発活動 

○ポータルサイト（やまがたつながりポータルサイト）による情報発信 

・孤独・孤立に至る要因は非常に幅広く、人生のあらゆる段階において何人に

も生じ得るものである。そこで、つらいとき、誰かに頼りたいとき、声をあ

げたいときに相談できる相談窓口や支援団体を探すことができるポータルサ

イトを開設する。また、地域・分野のつながりに係る取組みについて情報発

信する。 

 ○人々のつながりに関する基礎調査（山形版）の結果の共有 

・県で実施する孤独・孤立の実態調査について、結果を共有する。 

資料４ 


